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　アイヌ社会では、稀
まれ

に例外があったかもし
れませんが、仕事の分
担は、女性は家事や山
菜の採取、畑仕事、衣
服作り、男性は漁労・
狩猟や力仕事と分かれ
ていました。食料は全
て自然から調達していましたから、妊婦であるからと
いってゆっくり休んでいる暇はなく、女性たちは出産
間際まで働いているのが常でした。
　興味深いのは、妻の出産は男性の生活にも大きく影
響していたことです。出産が間近になると、男性は漁
猟に出かけません。出産に限らず、怪我や葬儀、体調
不良の場合も同様です。具体的には、出産予定日の 6
日前から夫は家を出て身内、親戚や友人宅などに身を
寄せ、出産の安全を祈り、身を慎んで生活します。男
性の無作法な言動は妻の苦しみを増すといいます。夫
の謹慎は、妻の苦渋を思いやり、妻の苦しみを分かち
合うことで安産とするためなのです。出産後夫は自宅
に戻り、妻の産後の肥立ちのための 6日間は、やはり
仕事に出ず静かに過ごすことになっています。この間、
漁や狩猟に出ても絶対に運に恵まれないどころか、変
事の発生原因ともなるといわれます。また、一切の物
を捨ててもいけません。「物」にも魂があるので、捨
てられた「物」の思いが妻の産後の肥立ちに影響を及
ぼすからです。現代でもこの禁

きん

忌
き

を大切にし、守って
いる方達もいるそうです。この約束を守らないと、守
護神、イトウレンカムイ（i－我々 turen－に憑

つ

く 
kamuy－神）ばかりでなく他の神々からも多くの怒り
を買い、最も霊力の低い生まれたばかりの子どもをは
じめ、他の子や年老いた父母にまでに災いが及ぶとも
いわれています。このことからも、病院はおろか産婆
もいなかったアイヌ社会で、出産がいかに危険な事柄
と考えられていたかがよくわかります。

　 6日間の養生期間が
終わり、床上げして仕
事を再開すると、日中、
赤ちゃんは祖父母や年
長者が世話することに
なっていましたが、農
作業のため畑に連れて
ゆくこともあり、母親

が働いている間、生まれたての赤ちゃんは梯子型の台
の上にヨシで編んだゴザを敷いた吊り下げ型の揺りか
ごに、縦長の小袋に入れられて仰向けに寝かされたう
え、揺りかごに結び付けられた 1本の紐

ひも

で千鳥がけに
縛られ、日差しを避けて軒先や木の枝などから吊り下
げられていました。赤ちゃんを紐で縛るのは、狭い産
道から体型をよじって出てくる際に骨格にずれが生じ
るので、関節など骨の位置を整えるためだったのです。
赤ちゃんにしてみると縛られているのは意外と快適で
あるらしく、夜泣きをする子は、抱いてあやすよりも
毛皮などできつく包むと不思議に泣き止みます。丁度、
お母さんの体内にいた状態になるからとのことです。
さらに、揺りかごが外に置かれることで、赤ちゃんに
は葉擦れの音や鳥の声が聞こえていたはずです。脳の
発達には自然界の刺激が最も有効だといわれています。
　首が座ると、赤ちゃんは素裸のまま母親の背中に入
れられました。これは子どもの体温が下がるのを防ぐ
と同時に、排泄や授乳のタイミングを知るための工夫
でした。あるアイヌのお婆さんは、背中の赤ちゃんの
動きでおしっこやうんちをしたがっているかがわかる
ので、10人からの子どもを育てて、一度として背中で
粗相をされたことがないと言っていたそうです。この
方式だと、オムツは必要ありません。また、母親たち
は、赤ちゃんの泣き声の違いで何を欲しているかを聞
き分けることができたそうです。このように密接な母
子関係は、子どもの情緒的発育に良い影響を及ぼして
いたに違いありません。
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